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 (a) ピッチ駆動 (b) ヨー駆動 





風試模型は，基本的空力形状 M2011Nose-C の 7/60 スケールである．風試条件として 5 通りの












軸切片が動的空力成分と偏差 ε の和に対応する．ここで偏差 ε は流れや模型の非対称性等に起因
すると考えられる．そこで，式(3)の通り近似直線の方程式(1)，(2)の減算によって動的微係数𝐶𝑚𝑞
を推定できる．ここで?̂?, ?̂?は無次元角速度であり，有次元角速度𝑞，𝑟，翼幅𝑏，主翼平均空力翼弦
長𝑐̅および機体 X 軸方向の流速𝑈0を用いて式(4), (5)で与えられる．以上のように動的風試データ
から動的微係数と静的微係数を同時に推定できる． 
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図４ 𝐶𝑚𝛼 vs ?̂? 図５ 𝐶𝑚𝑞 vs ?̂? 
  
図６ 𝐶𝑙𝛽 vs ?̂? 図７ 𝐶𝑛𝛽 vs ?̂? 
  
図８ 𝐶𝑦𝛽 vs ?̂? 図９ 𝐶𝑙𝑟 vs ?̂? 
 
 
図１０ 𝐶𝑛𝑟 vs ?̂?  
 
